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●中学生以下の子供の使用料を一部無料化
　�カルチャーパークの総
合体育館・水泳プール・
陸上競技場を個人で利
用するときは、使用料
を無料にします。また、
おおね公園の温水プー
ルは、期間を限定して
無料にします。

●単位時間を使いやすく変更
　�集会室などの使用料を「1時間単位」か
ら「30 分単位」に改めます。

●施設を開放
　�図書館の視聴覚室とカ
ルチャーパーク管理棟
の多目的室を市民の皆
さんが利用できるよう
にします。
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公
共
施
設
の
更
新
問
題

　

高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
集
中
的
に

整
備
し
た
公
共
施
設
。
財
政
が
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
今
、
こ
れ
ら
を
一

斉
に
作
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う「
公
共
施
設
の
更
新（
老
朽
化
）問
題
」

が
、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市
内
の
公
共

施
設
も
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
施

設
に
よ
っ
て
は
建
替
え
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
進

め
、
で
き
る
だ
け
良
好
な
利
用
環
境
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
適
正
に
維
持
し
て
い
く

の
に
必
要
な
全
て
の
費
用
に
、
将
来
の
修

繕
や
更
新
に
備
え
た
費
用
を
加
え
、
こ
の

額
か
ら
年
度
に
よ
る
差
が
大
き
い
工
事

費
と
施
設
の
自
主
事
業
な
ど
に
係
る
費

用
を
除
い
た
額
を「
フ
ル
コ
ス
ト
」と
定

義
し
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
の
あ
り
方
を
考
え
る
と

き
、
施
設
の
稼
働
率
を
こ
れ
ま
で
の
実
績

か
ら
50
％
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

こ
の「
フ
ル
コ
ス
ト
」か
ら
、
部
屋
の
面
積

を
も
と
に「
基
準
と
な
る
コ
ス
ト
」を
算
出

し
、
こ
の
額
の
3
分
の
1
程
度
を
使
用
料

で
賄
え
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

ま
す
。
本
町
公
民
館
の
大
会
議
室
を
例
に

説
明
す
る
と
、次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
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公
共
施
設
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
と
の

情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
1

～
3
月
に
か
け
て「
公
共
施
設
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
し
た
。
公
民

館
な
ど
、
13
会
場
で
開
催
さ
れ
た
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
多
く
の
意
見
や
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
の
役
割
の
変
化

　

道
路
な
ど
の
維
持
・
整
備
の
ほ
か
、
医

療
、
消
防
、
福
祉
、
教
育
な
ど
、
市
民
の

生
活
に
不
可
欠
な
こ
れ
ら
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
必
要
な
費
用
は
、
税
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
・
経
済
の
構
造
が
変
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
支
援

な
ど
に
必
要
と
な
る
費
用
が
増
加
し
、
こ

う
し
た
傾
向
は
今
後
も
続
い
て
い
く
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
最
適

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
同
時
進
行

　

今
、
日
本
で
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い

速
さ
で
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て

お
り
、
将
来
的
に
、
主
に
市
税
を
納
め
る
世

代（
生
産
年
齢
人
口
）の
減
少
と
高
齢
化
が
同

時
に
進
行
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の
た
め
に

毎
年
必
要
と
な
る
多
額
の
管
理
運
営
費
を

用
意
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
割
合

　

市
内
に
は
、
市
民
の
誰
も
が
使
う
こ
と

が
で
き
る
公
共
施
設
が
65
施
設
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、
開
設
当
初

か
ら
使
用
料
の
み
で
管
理
運
営
費
を
賄
っ

て
い
る
施
設
は
、
弘
法
の
里
湯
と
市
営
駐

車
場
・
駐
輪
場
で
す
。
そ
の
他
の
市
民
活

動
な
ど
に
使
用
で
き
る
施
設（
市
民
活
動

施
設
）は
、
約
15
億
円
の
管
理
運
営
費
が

掛
か
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
使
用
料
収
入

は
約
1
億
4
千
万
円
で
、
全
体
の
費
用
の

約
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
将

来
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

公
共
施
設
を
定
期
的
に
利
用
す
る
方
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
市
民
が
、
公
共
施
設
の

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
有
識
者
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
伴
う
費
用
と
利
用
者
負
担
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
平
成
26
年

11
月
に「
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の
適

正
化
に
関
す
る
方
針
」と
し
て
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

昨
年
8
月
に
は
、
無
作
為
抽
出
の
方

法
に
よ
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

３
４
８
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で「
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営

に
掛
か
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
か
」と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
利
用
者
の
負
担
と
す
べ

き（「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
」を
含
む
）」と

い
う
回
答
が
80
％
を
占
め
ま
し
た
。

地
区
別
市
政
懇
談
会

　

昨
年
10
～
11
月
に
か
け
て
、
市
内
8
地

区
で
開
催
し
た
地
区
別
市
政
懇
談
会
に
お

い
て
、
利
用
者
負
担
の
見
直
し
案
を
説
明

し
た
ほ
か
、
各
施
設
の
利
用
団
体
な
ど
の

代
表
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討

よ
り
使
い
や
す
い

公
共
施
設
を
目
指
し
て

　

見
直
し
の
内
容
を
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
こ

の
他
に
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
施
設
を
よ
り
使

い
や
す
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
上

記
の
よ
う
な
見
直
し
も

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
今
後
議
会

の
審
議
で
承
認
を
い
た

だ
い
た
後
、
運
用
し
て

い
き
ま
す
。

築38年が経過した大根公民館の調理室。
維持補修を行い利用している（現在は改修済）

※�この表には、利用者数が多い施設（①～④）と新たに有料化とする施設（⑤～⑧、一般開放を含む）を例示しました。
この表にない施設の見直しの内容は、市ホームページで見ることができます。

※公益的な活動やボランティア活動での利用は、引き続き使用料の減額や免除の対象とします。

〜将来に向けて良好な施設を引き継ごう〜

　　公共施設の
使用料の見直し

さまざまな意見を交わしたフォーラムの様子

募集

　任期は、原則4月1日～平成30年3月31日。報酬は変更すること
があります。必ず本人が申し込んでください。

市立こども園給食栄養士　　　　■問保育こども園課☎（82）9606
■内こども園の給食管理業務など　■対栄養士免許を所有している方　
■数1人　■日午前9時～午後5時　■報月額18万3700円　■申履歴書に
栄養士免許状の写しと「こどもの食育について」をテーマとした作
文（800字程度）を添えて、2月10日㈮までに市役所2階保育こども
園課へ持参　※2月17日㈮に面接あり
管理栄養士　　　　　　　　　　　　■問高齢介護課☎（82）7394
■内高齢者の介護予防事業　■対管理栄養士の資格、普通自動車運転
免許がある方　■数1人　■日週に3日程度　1日6時間　■報時給1514
円　■申履歴書に資格証明書の写しを添えて、2月15日㈬までに市
役所教育庁舎1階高齢介護課へ持参　※後日面接あり
市立こども園臨時保育教諭　　　■問保育こども園課☎（82）9606
■対保育教諭の資格を持つ方　■日午前7時半～午後7時までの間で交
代勤務　■場市立こども園　■報時給1040円　■申履歴書に幼稚園教諭

免許状と保育士証の写しを添えて、市役所2階保育こども園課へ持
参　※後日面接あり
民間保育園臨時保育士　　　　　■問保育こども園課☎（82）9606
■対保育士の資格を持つ方　■日午前7時～午後8時で交代勤務　※園
により時間帯が異なります　■場市内の民間保育園　■報園により異
なります　■申各園にお問い合わせください。（園一覧は市ホーム
ページ参照）
児童館の厚生員　　　　　　　　　■問こども育成課☎（81）7011
■内児童館の管理運営・児童の指導など　■対次のいずれかに該当す
る方　◇幼稚園、小・中学校、高校のいずれかの教諭資格がある　
◇保育士の資格がある　◇大学で心理・教育・社会・芸術・体育
学に相当する課程を修了した　◇児童福祉施設職員養成校を卒業
した　◇2年以上児童福祉事業に従事した　■数5人程度　■日■報月15
日　午前9時～午後5時　◇月99時間勤務　月額　9万2070円　
◇月88時間勤務　月額　8万1840円　※半日勤務あり　■申履歴書
を2月11日㈯までにはだのこども館内こども育成課へ持参　※2月
17日㈮に面接あり
児童ホーム支援員　　　　　　　■問保育こども園課☎（82）9606
■内小学1～4年生の生活指導など　■日月～金曜日は学校終了時～午
後6時、土曜日や夏休みなどの長期休業期間は午前8時～午後6時、
1日4～7時間45分、週3～5日程度（場合により午後7時までの勤務
あり）　■報時給1010円　■申履歴書を市役所2階保育こども園課に持

参　※後日職場見学、面接あり
保育コンシェルジュ　　　　　　■問保育こども園課☎（82）9606
■内窓口や電話での保育サービスの利用に関する相談業務と情報提
供など　■対次の全てに該当する方　◇保育士または幼稚園教諭の
資格を持っている　◇パソコンでワードとエクセルの簡単な操作
ができる　■数1人　■日月～金曜日のうち週4日　午前9時～午後5時　
■場保育こども園課窓口　■報月額19万6500円　■申履歴書に保育士
証または幼稚園教諭の免許状の写しと、「保育コンシェルジュとし
て果たすべき役割」をテーマとした小論文（800字程度）を添えて、
2月8日㈬までに市役所2階保育こども園課へ持参　※2月15日㈬
に面接あり
家庭相談員　　■問こども育成課こども若者相談担当☎（82）6241
■内子供の生活習慣、育児、不登校、教育な
どの相談　■対次のいずれかに該当する方　
◇大学、短期大学、専門学校などで、児童
福祉、社会福祉、教育、心理学に相当する
課程を卒業した　◇相談員として必要な学識経験があり、社会福
祉施設などでの勤務経験がある　◇臨床心理士、保育士、保健師、
いずれかの資格がある　■数1人　■日週4日（土曜日を含む）　午前9
時～午後4時または午後1時～7時　■報月額16万8200円　■申履歴
書を2月14日㈫までに保健福祉センター1階こども育成課こども若
者相談担当へ持参　※2月下旬に小論文、面接あり

保健師　　　　　　　　　　　　　　■問国保年金課☎（82）9613
■内生活習慣病予防を中心とした健康増進事業や特定保健指導など　
■対保健師の資格がある方　■数1人　■日週4日　午前9時～午後5時
15分　■報月額20万1100円　■申履歴書に資格証明書の写しを添え
て、2月15日㈬までに市役所2階国保年金課へ持参　※後日面接あ
り
歯科衛生士　　　　　　　　　　　　■問学校教育課☎（84）2785
■内小学校・幼稚園で実施する歯科巡回指導　■対歯科衛生士の資格
と普通自動車免許がある方　■数1人　■日年間132日（春・夏・冬期
休暇あり）　午前9時～午後3時45分　■報月額10万4500円（8月は
支給なし）　■申履歴書に歯科衛生士免許証の写しと普通自動車運転
免許証の写しを添えて2月10日㈮までに市役所教育庁舎2階学校教
育課へ持参　※後日面接あり
特定健診臨時職員　　　　　　　　　■問国保年金課☎（82）9613
■内特定健康診査、特定保健指導の事務の補助　■対パソコン操作が
できる方　■数1人　■日週5日　午前8時半～午後5時15分　■報時給
930円　■申履歴書を2月15日㈬までに市役所2階国保年金課へ持参　
※後日面接あり
年金相談員　　　　　　　　　　　　■問国保年金課☎（82）9614
■内窓口での年金相談など　■対年金相談の経験がある方　■数1人　■日
週4日　午前9時～午後5時　※月1回程度土・日曜日の勤務あり　
■報月額13万4000円　■申履歴書に「年金相談員への応募の動機」を

市の特定（非常勤）職員など

■内＝勤務内容　■対＝対象　■数＝人数　■日＝勤務日など　
■場＝勤務場所　■報＝報酬　■申＝申し込み　■問＝問い合わせ

テーマとした小論文（400字程度）を添えて、2月10日㈮までに市役
所2階国保年金課へ持参　※後日面談あり
レセプト点検員　　　　　　　　　　■問国保年金課☎（82）9613
■内パソコンでの診療報酬明細書の点検作業　■対次のいずれかに該
当する方　◇医療事務資格がある　◇医療事務経験がある　■数2人　
■日週4日　午前9時～午後5時　■報月額12万6100円　■申履歴書（資
格をお持ちの方は資格証明書の写しを添える）を、2月15日㈬まで
に市役所2階国保年金課へ持参　※後日面接あり
学校司書　　　　　　　　　　　　　■問学校教育課☎（84）2785
■内蔵書の管理・環境づくりの推進、司書教諭の補助など　■対司書
教諭または図書館司書の資格がある方　■数1人　■日火～金曜日　午
後0時半～3時45分　■場中学校図書館　■報時給945円　■申履歴書に
資格証明書の写しと志望理由（400字程度）を添えて、2月10日㈮ま
でに教育庁舎2階学校教育課へ持参　※後日面接あり
環境美化指導員　　　　　　　　■問環境資源対策課☎（82）4401
■内ポイ捨て防止の啓発、巡回指導、散乱ごみ・美化清掃ごみの回
収など　■対普通自動車免許を持ち、パッカー車、ダンプトラック
などの清掃車両の運転ができる方　■数1人　■日月13日　午前8時
15分～午後4時15分　■報月額11万2385円　■申履歴書に普通自動
車運転免許証の写しと「本市におけるごみ減量について、あなたが
考えること」をテーマとした小論文（1200字程度）を添えて、2月
10日㈮までに、環境資源対策課へ持参　※後日面接あり

　管理・運営のため多くの費用が
掛かる公共施設。将来にわたって
快適な状態で利用していただくた
めに検討を進めている使用料の見
直しについて、その案をまとめま
したので紹介します。

問い合わせ
公共施設マネジメント課☎（81）5122

進めて
います

本市の公共施設のうち、築30年以上の施設が占める割合

平成36年度 平成26年度 平成16年度

築30年
以上
14％

築30年
以上
60％

築30年
未満
40％

築30年未満
86％

築30年以上
84％

築30年
未満
16％
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本市の年齢別人口分布予想図

市民活動施設を運営
するための財源内訳

税の負担
12.3億円
82％

使用料
1.4億円
9％

補助金など
1.3億円
9％

100％

80％

60％

40％

20％

0％

不明・無回答
6%

利用者の
負担とすべき
41%

どちらかといえば
利用者の
負担とすべき
39%

どちらかと
いえば税で
維持すべき
10%

税で維持すべき4%

施設名 基準と
なるコスト

現在の
使用料 改定案 見直しの

方向 施設名 基準と
なるコスト

現在の
使用料 改定案 見直しの

方向

①
本
町
公
民
館

大
会
議
室

5600円 600円 1200円 引き上げ

④
総
合
体
育
館

メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

46900円 2100円 4200円 引き上げ

（295㎡） （2193㎡）

中
会
議
室

1000円 200円 300円 引き上げ

⑤
保
健
福
祉　
　

　
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室

300円 100円 100円 据え置き
（原則有料化）

（54㎡） （17㎡）

②
西
公
民
館

小
会
議
室

300円 200円 100円 引き下げ

⑥
広
畑
ふ
れ
あ
い　

　
プ
ラ
ザ

学
習
室
１

1000円 300円 有料化

（24㎡） （64㎡）

和
室 800円 200円 200円 据え置き

⑦
末
広
ふ
れ
あ
い　

　
セ
ン
タ
ー

会
議
室 800円 200円 有料化

（71㎡） （26㎡）

③
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

8万7300円 8900円 1万1500円 引き上げ
⑧
図
書
館

視
聴
覚
室

5200円 800円 新規

（2980㎡） （128㎡）

「基準となるコスト」の算出例（本町公民館大会議室の場合） ※平成27年度実績

人件費、
光熱水費など
2032万5千円

基準となるコスト
（一時間当たり）

約5600円

利用可能時間
(年間稼働時間の50％)

2335時間

将来の修繕や
更新に備える費用
1518万円

その年度の
工事費
48万5千円

フルコスト
3002万円

フルコスト
3002万円

自主事業など
に係る費用
500万円

－＋

÷ ×

＝

＝

－

大会議室の床面積（295㎡）
本町公民館の床面積（673㎡）

を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
度
、
65
施
設
の
う

ち
、
33
施
設
に
つ
い
て
使
用
料
の
見
直
し

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。（
表
の
金
額
は
１

時
間
あ
た
り
の
額
）

主な意見提案
・�修繕や備品の更新など、利用環境の
向上も検討してほしい
・�市民全体の健康増進のためにも、値
上げの幅は小さくしてほしい


